
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 専門学校日本ホテルスクール 
設置者名 学校法人日本ホテル学院 

 

○「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

授業時数又は

単位数 

省令で定める授

業時数又は基準

単位数 

配

置

困

難 

商業実務 

専門課程 

昼間部 

国際ホテル学科 

ホテル科（2年制） 

夜・ 

通信 

 

33単位 
（インターンシップ

24単位は含まず） 

 

6単位 ― 

昼間部 

国際ホテル学科 

ブライダル科 

（2年制） 

夜・ 

通信 

38単位 
（インターンシップ

24単位は含まず） 
6単位 ― 

昼間部 

国際ホテル学科 

英語専攻科 

（2年制）昼間部 

夜・ 

通信 

31単位 
（インターンシップ

24単位は含まず） 

6単位 ― 

昼間部 

国際ホテル学科 

SNS コミュニケー

ション科（2年制） 

夜・ 

通信 

 

37単位 
（インターンシップ

24単位は含まず） 

 

6単位 ― 

 

商業実務 

専門課程 

 

 

 

夜間部 

国際ホテル学科 

ホテル科（2年制） 

 

夜・ 

通信 

 

17単位 
（インターンシップ

16単位は含まず） 

4単位 ― 

夜間部 

国際ホテル学科 

ブライダル科 

（2年制） 

 

夜・ 

通信 

 

18単位 
（インターンシップ

16単位は含まず） 

4単位 ― 

 

（備考）本校での取得可能単位数は、昼間部ホテル科 99単位、英語専攻科 99単位、ブ

ライダル科 100、ホテル SNS コミュニケーション科 100 単位及び夜間部ホテル科 55 単

位、ブライダル科 55 単位です 

※記入欄は、必要に応じて、追加・統合可。 

 

 

 



  

 

○「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

H.P.上の各科毎の科目一覧に明記 

https://www.jhs.ac.jp/about/outline/syllabus.php 

○要件を満たすことが困難である学科 

学科名 なし 

（困難である理由） 

https://www.jhs.ac.jp/about/outline/syllabus.php


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 専門学校日本ホテルスクール 
設置者名 学校法人日本ホテル学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページ https://www.jhs.ac.jp/about/school/operation.php 

刊行物 入学案内書 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
富士屋ホテル株式会社 

代表取締役社長 

2021.4.2 

～2025.4.1 

理事会等において

業務執行の意思決

定・事業計画・財務・

理事長や他の理事

の職務の執行を監

督 

非常勤 
株式会社 

ホテルオークラ社友 

2021.4.2 

～2025.4.1 

理事会等において

業務執行の意思決

定・事業計画・財務・

理事長や他の理事

の職務の執行を監

督 

（備考）本校の理事は総員 7 名。内訳は学外者 4 名（上記 2 名を含む）、学内者 3

名。 

 

  

https://www.jhs.ac.jp/about/school/operation.php


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 専門学校日本ホテルスクール 

設置者名 学校法人日本ホテル学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

教育理念を実現するために一般教育科目・語学科目・実習/研修科目・専門科目の 4

つから授業を構成。1 年間を「前期」「後期」の 2 期に分け、2 年制の修学期間を第 1

期「導入教育」、第 2期「基礎教育」、第 3期「応用教育」、第 4期「総合教育」と規定

し、その目的を達成するために必要な授業計画・科目編成を行っている。 

【作成について】 

毎年度、学校関係者評価や教育課程編成委員会等からの意見を参考に教育集中会議

において、検討・論議。講師会議を通して、各科目担当者が作成、統一書式にてシラ

バス作成を行う。 

【時期について】 

シラバス作成については、3月中旬までに作成し、3月末ホームページ上にて公表、

くわえて刊行物「学校生活案内」を作成、入学直後のオリエンテーション内にて配布

している。 

授業計画書の公表方法 

教育体系・教育計画 

 https://www.jhs.ac.jp/about/outline/curriculum.php 

シラバス 

  https://www.jhs.ac.jp/about/outline/syllabus.php 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

各授業科目とも、前・後期において定期試験を実施。ペーパー試験を基本とするが、

一部技能演習科目では実技試験、またはレポート提出を実施。 

評価については、試験点数と出席率をそれぞれ 10 ポイント法に換算し、その合計

ポイントに応じて A,B,C,D,F（F＝単位不認定）の 5段階にて評価を行う。 

但し、理解力や点数では評価ができない科目（学校行事やコミュニケーションアワ

ー等）は、出席率 70％以上を R（単位認定）、未満を F（単位不認定）と評価。 

また、ホテル・ブライダル企業実習については、実習先企業からの評価と、就労時

間数に応じた単位数を付与している。 

学習意欲を評価する面では、本校が推奨している各種資格・検定に関して、その取

得した等級により、所定の単位を付与し、単位認定を行っている。 

https://www.jhs.ac.jp/about/outline/curriculum.php
https://www.jhs.ac.jp/about/outline/syllabus.php


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

 上記 2.により算出した評価（A,B,C,D,F評価）にそれぞれ所定のポイントを掛けて

合計した点数を科目数で割り、成績分布を出力。 

 

 （Ａ評価×5Ｐ×科目数）＋（Ｂ評価×2Ｐ×科目数） 

   ＋（Ｃ評価×1Ｐ×科目数）＋（Ｄ評価×－1Ｐ×科目数） 

   ＋（Ｆ評価×－5Ｐ×科目数） ÷ 総科目数 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

 
https://jhs.ac.jp/about/outline/curriculum.php 

 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

  

本校の教育理念に基づき教育目標を実現するために、各科が設定した卒業必要単位を

取得し、社会人として職業に適する資質と能力を修得していること。 

 また、ホスピタリティ業界において、修得した能力を実践の場において発揮でき、

知識・技能・技術・精神・態度・資格等を身につけた学生を認定する。「卒業判定会議」

の議決を経て、校長が決する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

https://www.jhs.ac.jp/about/outline/diploma_policy.php 

刊行物 「学校生活案内」（入学時全員に配布） 

 

  

https://jhs.ac.jp/about/outline/curriculum.php
https://www.jhs.ac.jp/about/outline/diploma_policy.php


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 専門学校日本ホテルスクール 

設置者名 学校法人日本ホテル学院 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
毎年 6月上旬に最新情報をＨＰに公表 

https://www.jhs.ac.jp/about/public/finance.php 

収支計算書又は損益計算書 
同上 

 

財産目録 
同上 

 

事業報告書 
毎年 6月上旬に最新情報をＨＰに公表 

https://www.jhs.ac.jp/about/public/business.php 

 

監事による監査報告（書） 
毎年 6月上旬に最新情報をＨＰに公表 

https://www.jhs.ac.jp/about/public/finance.php 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jhs.ac.jp/about/public/finance.php
https://www.jhs.ac.jp/about/public/business.php
https://www.jhs.ac.jp/about/public/finance.php


  

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務 

専門課程 

昼間部国際ホテル学科 

ホテル科 
○ ― 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

 

昼 89 

単位時間／単位 

49 

単位時間

/単位 

18 

単位時

間/単位 

32 

単位時間/

単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間/

単位 

99単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

昼間部 4科の合計 

600人 174人 

 

6人 

15人の 

内数 

63人の 

内数 

78人の 

内数 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 1.を参照 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3.を参照 

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4.を参照 

学修支援等 

学校が窓口となり、各種資格・検定試験の申込み、各種情報配信を行い学生の啓

発機会を提供、加えて事前対策補講や対策授業を実施。一人でも多くの資格取得が

できるよう支援を行っている。学内定期試験では、やむを得ない事情等により追試

の対応を行っている。 

また、外部団体主催の各種コンクールやスピーチコンテスト等への応募希望者に

対して、担当科目教員が特別講習を開催、モチベーション向上のための環境を整え

ている。担任をはじめ、業界出身の教職員による就職相談や専門カウンセラーによ

る生活相談を含めた各種相談にも対応。 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

 2024年 3月卒業者実績 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 

 
昼間部国際ホテル学科 

ホテル科 77人 

（100％） 

2人 

（2.6％） 

69人 

     (87.3％） 

6人 

  (7.8％） 

     

（主な就職、業界等）ホテル業界、ブライダル業界、レストラン業界等 

（株）森ビルホスピタイティコーポレーション、（株）西武・プリンスホテルズワー

ルドワイド、ウェスティンホテル東京、The Okura Tokyo、（株）パレスホテル、 



  

セルリアンタワー東急ホテル、ヒルトン東京、ハレクラニ沖縄、（株）帝国ホテル、

（株）ミリアルリゾートホテルズ、日本ホテル（株）、（株）京王プラザホテル、 

三井不動産リゾートマネジメント（株）、（株）星野リゾート・マネジメント、 

（株）スティルフーズ 他 

（就職指導内容） 

担任制をとっており、学生本人の進路について担任と進路担当者が連携、学生本人

の意向を確認しながら、各企業の採用情報をもとに相談・指導にあたる。志望動機や

自己 PR の添削および指導、また日本語面接・英語面接の練習等のサポートも行って

いる。 

授業では、1 年入学後から社会人としての役割や業界理解・自己のキャリアプラン

の作成等を学習目標としたキャリアデザインの実施、就職ガイダンス（身だしなみ・

面接試験での基本所作・企業の人事の方を招いての説明会等）を行い、適切な情報提

供と採用の早期化に対応。学生は J-ネット（学校独自のシステム）により、24 時間

365 日どこからでも、PC・スマホで就職活動に係る様々な情報を閲覧することができ

る。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

資格取得に向けては、学校が推奨する資格・検定対策は授業に組み込み、また放課

後を活用して補講を行う等、取得支援を実施。特に業界で重要とされる検定は、その

受験料を学費に含め、全員受験を必須としている。 

2023年度の主な取得状況は以下の通り（実績は学校全体） 

 ・ホテルビジネス実務検定 1/2級合格者 245名 ・ブライダル基礎力検定中級合格

者 58 名 ・ブライダルコーディネート技能検定 3級合格者 34名 ・レストランサー

ビス技能検定 3級合格者 6名 ・和食検定初級 81名 ・ユニバーサルマナー検定 3級 

191 名 ・観光英語検定 2/3 級 81 名 ・TOEIC900 点以上 2 名、800 点以上 3 名、700

点以上 3名、600 点以上 10名、500 点以上 22名 等 

（備考） 

 
中途退学の現状  

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

173人 12人  6.9％ 

中途退学の主な理由） 

進路変更、健康上の理由、修学不良 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

① クラス担任制を導入し、入学時の個別面談の実施、半期ごとに学校生活アンケー

トによる学生の把握、また随時担当クラス学生の出席状況の確認。 

② 学年主任を配置し、全クラス担任・学年主任からなる担任会議を毎月 1回開催、

学生の現状把握に努め、複数の教員による対応ができる体制づくり。 

③ 各クラスリーダーによるリーダー会（適宜開催）により、クラスの状況や学生の

声を直接聴く機会の設定。 

④ 専任カウンセラーによる相談窓口を校内に設置、学生が教職員以外に相談のし

やすい環境を整備 

⑤「修学支援奨学金（本校独自の奨学金制度）」による経済的支援、 等 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務 

専門課程 

昼間部国際ホテル学科 

ブライダル科 
○ ― 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

 

昼 

 
90 

単位時間／単位 

53 

単位時間

/単位 

15 

単位時間

/単位 

32 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

100単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

昼間部 4科の合計 

600人 102人 0人 

15人の 

内数 

63人の 

内数 

78人の 

内数 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 1.を参照 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3.を参照 

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4.を参照 

学修支援等 

学校が窓口となり、各種資格・検定試験の申込み、各種情報配信を行い学生の啓

発機会を提供し、加えて事前対策補講や対策授業を実施、一人でも多くの資格取得

ができるよう支援を行っている。学内定期試験では、やむを得ない事情等により追

試の対応を行っている 

また、外部団体主催の各種コンクールやスピーチコンテスト等への応募希望者に

対して、担当科目教員が特別講習を開催、モチベーション向上のための環境を整え

ている。担任をはじめ、業界出身の教職員による就職相談や専門カウンセラーによ

る生活相談を含めた各種相談にも対応。 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

 2024年 3月卒業者実績 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 

 
昼間部国際ホテル学科

ブライダル科  43人 

（100％） 

0人 

  （0.0％） 

41人 

  （95.3％） 

2人 

    （4.7％） 

     

（主な就職、業界等）ホテル業界、ブライダル業界、レストラン業界等 

（株）ツカダ・グローバルホールディングス、（株）レック、（株）エスクリ 

明治記念館、（株）グッドラックコーポレーション、（株）東京會舘、（株）ルーデ

ンス立川ウェディングガーデン、（株）西武・プリンスホテルズワールドワイド、 

（株）パレスホテル 他 



  

（就職指導内容） 

担任制をとっており、学生本人の進路について担任と進路担当者が連携、学生本人

の意向を確認しながら、各企業の採用情報をもとに相談・指導にあたる。志望動機や

自己 PR の添削および指導、また日本語面接・英語面接の練習等のサポートも行って

いる。 

授業では、1 年入学後から社会人としての役割や業界理解・自己のキャリアプラン

の作成等を学習目標としたキャリアデザインの実施、就職ガイダンス（身だしなみ・

面接試験での基本所作・企業の人事の方を招いての説明会等）を行い、適切な情報提

供と採用の早期化に対応。学生は J-ネット（学校独自のシステム）により、24 時間

365 日どこからでも、PC・スマホで就職活動に係る様々な情報を閲覧することができ

る。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

資格取得に向けては、学校が推奨する資格・検定対策は授業に組み込み、また放課

後を活用して補講を行う等、取得支援を実施。特に業界で重要とされる検定は、その

受験料を学費に含め、全員受験を必須としている。 

2023年度の主な取得状況は以下の通り（実績は学校全体） 

 ・ホテルビジネス実務検定 1/2級合格者 245名 ・ブライダル基礎力検定中級合格

者 58 名 ・ブライダルコーディネート技能検定 3級合格者 34名 ・レストランサー

ビス技能検定 3級合格者 6名 ・和食検定初級 81名 ・ユニバーサルマナー検定 3 級 

191 名 ・観光英語検定 2/3 級 81 名 ・TOEIC900 点以上 2 名、800 点以上 3 名、700

点以上 3名、600 点以上 10名、500 点以上 22名 等 

（備考） 

 
中途退学の現状  

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

   

102人 9人  8.8％ 

（中途退学の主な理由） 

健康上の理由、修学不良、進路変更、除籍等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
① クラス担任制を導入し、入学時の個別面談の実施、半期ごとに学校生活アン

ケートによる学生の把握、また随時担当クラス学生の出席状況の確認。 

② 学年主任を配置し、全クラス担任・学年主任からなる担任会議を毎月 1回開

催、学生の現状把握に努め、複数の教員による対応ができる体制づくり。 

③ 各クラスリーダーによるリーダー会（適宜開催）により、クラスの状況や学

生の声を直接聴く機会の設定。 

④ 専任カウンセラーによる相談窓口を校内に設置、学生が教職員以外に相談の

しやすい環境を整備 

⑤ 「修学支援奨学金（本校独自の奨学金制度）」による経済的支援、 等 

 

 

 

 
 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務 

専門課程 

昼間部国際ホテル学科 

英語専攻科 
○ ― 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

 

昼 

 
     89 

単位時間／単位 

49 

単位時間

/単位 

18 

単位時間

/単位 

32 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

99単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

昼間部 4科の合計 

600人 55人 1人 

15人の 

内数 

63人の 

内数 

78人の 

内数 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 1.を参照 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3.を参照 

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4.を参照 

学修支援等 

学校が窓口となり、各種資格・検定試験の申込み、各種情報配信を行い学生の啓

発機会を提供し、加えて事前対策補講や対策授業を実施、一人でも多くの資格取得

ができるよう支援を行っている。学内定期試験では、やむを得ない事情等により追

試の対応を行っている 

また、外部団体主催の各種コンクールやスピーチコンテスト等への応募希望者に

対して、担当科目教員が特別講習を開催、モチベーション向上のための環境を整え

ている。担任をはじめ、業界出身の教職員による就職相談や専門カウンセラーによ

る生活相談を含めた各種相談にも対応。 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

 2024年 3月卒業者実績 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 

 
昼間部国際ホテル学科

英語専攻科 25人  

（100％） 

0人 

  （0.0％） 

24人 

  （96.0％） 

1人 

  （4.0％） 

     

（主な就職、業界等）ホテル業界、ブライダル業界、レストラン業界等 

ザ・リッツカールトン日光、（株）森ビルホスピタイティコーポレーション、 

フォーシーズンズホテル丸の内東京、シャングリ・ラ東京、ハレクラニ沖縄、 

ザ・ペニンシュラ東京、（株）ホテルはまのゆ 他 

（就職指導内容） 

担任制をとっており、学生本人の進路について担任と進路担当者が連携、学生本人



  

の意向を確認しながら、各企業の採用情報をもとに相談・指導にあたる。志望動機や

自己 PR の添削および指導、また日本語面接・英語面接の練習等のサポートも行って

いる。 

授業では、1 年入学後から社会人としての役割や業界理解・自己のキャリアプラン

の作成等を学習目標としたキャリアデザインの実施、就職ガイダンス（身だしなみ・

面接試験での基本所作・企業の人事の方を招いての説明会等）を行い、適切な情報提

供と採用の早期化に対応。学生は J-ネット（学校独自のシステム）により、24 時間

365 日どこからでも、PC・スマホで就職活動に係る様々な情報を閲覧することができ

る。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

資格取得に向けては、学校が推奨する資格・検定対策は授業に組み込み、また放課

後を活用して補講を行う等、取得支援を実施。特に業界で重要とされる検定は、その

受験料を学費に含め、全員受験を必須としている。 

2023年度の主な取得状況は以下の通り（実績は学校全体） 

 ・ホテルビジネス実務検定 1/2級合格者 245名 ・ブライダル基礎力検定中級合格

者 58 名 ・ブライダルコーディネート技能検定 3級合格者 34名 ・レストランサー

ビス技能検定 3級合格者 6名 ・和食検定初級 81名 ・ユニバーサルマナー検定 3級 

191 名 ・観光英語検定 2/3 級 81 名 ・TOEIC900 点以上 2 名、800 点以上 3 名、700

点以上 3名、600 点以上 10名、500 点以上 22名 等 

（備考） 

 
中途退学の現状  

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

   

56人 2人  3.6％ 

（中途退学の主な理由） 

修学不良、健康上の理由等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
① クラス担任制を導入し、入学時の個別面談の実施、半期ごとに学校生活アンケー

トによる学生の把握、また随時担当クラス学生の出席状況の確認。 

② 学年主任を配置し、全クラス担任・学年主任からなる担任会議を毎月 1回開催、

学生の現状把握に努め、複数の教員による対応ができる体制づくり。 

③ 各クラスリーダーによるリーダー会（適宜開催）により、クラスの状況や学生の

声を直接聴く機会の設定。 

④ 専任カウンセラーによる相談窓口を校内に設置、学生が教職員以外に相談のし

やすい環境を整備 

⑤ 「修学支援奨学金（本校独自の奨学金制度）」による経済的支援、 等 

 

 

 

 

 

 
 
 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務 

専門課程 

昼間部国際ホテル学科 

ホテル SNSコミュニケ

ーション科 

○ ― 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

 

昼 

 
     90 

単位時間／単位 

51 

単位時間

/単位 

17 

単位時間

/単位 

32 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

100単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

昼間部 4科の合計 

600人 3人 0人 

15人の 

内数 

63人の 

内数 

78人の 

内数 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 1.を参照 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3.を参照 

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4.を参照 

学修支援等 

学校が窓口となり、各種資格・検定試験の申込み、各種情報配信を行い学生の啓

発機会を提供し、加えて事前対策補講や対策授業を実施、一人でも多くの資格取得

ができるよう支援を行っている。学内定期試験では、やむを得ない事情等により追

試の対応を行っている 

また、外部団体主催の各種コンクールやスピーチコンテスト等への応募希望者に

対して、担当科目教員が特別講習を開催、モチベーション向上のための環境を整え

ている。担任をはじめ、業界出身の教職員による就職相談や専門カウンセラーによ

る生活相談を含めた各種相談にも対応。 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

 2024年 3月卒業者実績 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 

 
昼間部国際ホテル学科

SNSコミュニケーション科 

0人  

（％） 

0人 

  （％） 

0人 

  （％） 

0人 

  （％） 

     

（主な就職、業界等）2024年 4月 1期生入学の為、卒業生はない 

（就職指導内容） 

担任制をとっており、学生本人の進路について担任と進路担当者が連携、学生本人



  

の意向を確認しながら、各企業の採用情報をもとに相談・指導にあたる。志望動機や

自己 PR の添削および指導、また日本語面接・英語面接の練習等のサポートも行って

いる。 

授業では、1 年入学後から社会人としての役割や業界理解・自己のキャリアプラン

の作成等を学習目標としたキャリアデザインの実施、就職ガイダンス（身だしなみ・

面接試験での基本所作・企業の人事の方を招いての説明会等）を行い、適切な情報提

供と採用の早期化に対応。学生は J-ネット（学校独自のシステム）により、24 時間

365 日どこからでも、PC・スマホで就職活動に係る様々な情報を閲覧することができ

る。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

資格取得に向けては、学校が推奨する資格・検定対策は授業に組み込み、また放課

後を活用して補講を行う等、取得支援を実施。特に業界で重要とされる検定は、その

受験料を学費に含め、全員受験を必須としている。 

2023年度の主な取得状況は以下の通り（実績は学校全体） 

 ・ホテルビジネス実務検定 1/2級合格者 245名 ・ブライダル基礎力検定中級合格

者 58 名 ・ブライダルコーディネート技能検定 3級合格者 34名 ・レストランサー

ビス技能検定 3級合格者 6名 ・和食検定初級 81名 ・ユニバーサルマナー検定 3級 

191 名 ・観光英語検定 2/3 級 81 名 ・TOEIC900 点以上 2 名、800 点以上 3 名、700

点以上 3名、600 点以上 10名、500 点以上 22名 等 

（備考） 

 
中途退学の現状  

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

   

3人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
⑥ クラス担任制を導入し、入学時の個別面談の実施、半期ごとに学校生活アンケー

トによる学生の把握、また随時担当クラス学生の出席状況の確認。 

⑦ 学年主任を配置し、全クラス担任・学年主任からなる担任会議を毎月 1回開催、

学生の現状把握に努め、複数の教員による対応ができる体制づくり。 

⑧ 各クラスリーダーによるリーダー会（適宜開催）により、クラスの状況や学生の

声を直接聴く機会の設定。 

⑨ 専任カウンセラーによる相談窓口を校内に設置、学生が教職員以外に相談のし

やすい環境を整備 

⑩ 「修学支援奨学金（本校独自の奨学金制度）」による経済的支援、 等 

 

 

 

 
 
 
 
 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務 

専門課程 

夜間部国際ホテル学科 

ホテル科 
― ― 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

 

夜      49 

単位時間／単位 

24 

単位時間

/単位 

10 

単位時間

/単位 

21 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

55単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

夜間部 2科の合計 

320人 66人 0人 

15人の 

内数 

63人の 

内数 

78人の 

内数 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 1.を参照 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3.を参照 

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4.を参照 

学修支援等 

学校が窓口となり、各種資格・検定試験の申込み、各種情報配信を行い学生の啓

発機会を提供し、加えて事前対策補講や対策授業を実施、一人でも多くの資格取得

ができるよう支援を行っている。学内定期試験では、やむを得ない事情等により追

試の対応を行っている 

また、外部団体主催の各種コンクールやスピーチコンテスト等への応募希望者に

対して、担当科目教員が特別講習を開催、モチベーション向上のための環境を整え

ている。担任をはじめ、業界出身の教職員による就職相談や専門カウンセラーによ

る生活相談を含めた各種相談にも対応。 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

 2024年 3月卒業者実績 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 

 
夜間部国際ホテル学科

ホテル科 34人 

（100％） 

0人 

  （0.0％） 

26人 

  （76.5％） 

8人 

  （23.5％） 

     

（主な就職、業界等）ホテル業界、ブライダル業界、レストラン業界等 

 

シャングリ・ラ東京、アマン東京、ハイアットセントリック銀座東京、（株）ミリア

ルリゾートホテルズ、（株）星野リゾート・マネジメント、（株）森ビルホスピタイ

ティコーポレーション、コンラッド東京 他 

 



  

（就職指導内容） 

担任制をとっており、学生本人の進路について担任と進路担当者が連携、学生本人

の意向を確認しながら、各企業の採用情報をもとに相談・指導にあたる。志望動機や

自己 PR の添削および指導、また日本語面接・英語面接の練習等のサポートも行って

いる。 

1 年次から就職ガイダンス（身だしなみ・面接試験での基本所作・企業の人事の方

を招いての説明会等）を行い、適切な情報提供と採用の早期化に対応。学生は J-ネッ

ト（学校独自のシステム）により、24時間 365日どこからでも、PC・スマホで就職活

動に係る様々な情報を閲覧することができる。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

資格取得に向けては、学校が推奨する資格・検定対策は授業に組み込み、また放課

後を活用して補講を行う等、取得支援を実施。特に業界で重要とされる検定は、その

受験料を学費に含め、全員受験を必須としている。 

2023年度の主な取得状況は以下の通り（実績は学校全体） 

 ・ホテルビジネス実務検定 1/2級合格者 245名 ・ブライダル基礎力検定中級合格

者 58 名 ・ブライダルコーディネート技能検定 3級合格者 34名 ・レストランサー

ビス技能検定 3級合格者 6名 ・和食検定初級 81名 ・ユニバーサルマナー検定 3級 

191 名 ・観光英語検定 2/3 級 81 名 ・TOEIC900 点以上 2 名、800 点以上 3 名、700

点以上 3名、600 点以上 10名、500 点以上 22名 等 

（備考） 

 
中途退学の現状  

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

   

61人 1人  1.6％ 

（中途退学の主な理由） 

健康上の理由 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
① クラス担任制を導入し、入学時の個別面談の実施、半期ごとに学校生活アン

ケートによる学生の把握、また随時担当クラス学生の出席状況の確認。 

② 学年主任を配置し、全クラス担任・学年主任からなる担任会議を毎月 1回開

催、学生の現状把握に努め、複数の教員による対応ができる体制づくり。 

③ 各クラスリーダーによるリーダー会（適宜開催）により、クラスの状況や学

生の声を直接聴く機会の設定。 

④ 専任カウンセラーによる相談窓口を校内に設置、学生が教職員以外に相談の

しやすい環境を整備 

⑤ 「修学支援奨学金（本校独自の奨学金制度）」による経済的支援、 等 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務 

専門課程 

夜間部国際ホテル学科 

ブライダル科 
― ― 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

 

夜 49 

単位時間／単位 

24 

単位時間

/単位 

10 

単位時間

/単位 

21 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

55単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

夜間部 2科の合計 

320人 22人 0人 

15人の 

内数 

63人の 

内数 

78人の 

内数 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 1.を参照 

成績評価の基準・方法 

【様式第２号の３より再掲】 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3.を参照 

卒業・進級の認定基準 

【様式第２号の３より再掲】 

様式第 2号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4.を参照 

学修支援等 

学校が窓口となり、各種資格・検定試験の申込み、各種情報配信を行い学生の啓

発機会を提供し、加えて事前対策補講や対策授業を実施、一人でも多くの資格取得

ができるよう支援を行っている。学内定期試験では、やむを得ない事情等により追

試の対応を行っている 

また、外部団体主催の各種コンクールやスピーチコンテスト等への応募希望者に

対して、担当科目教員が特別講習を開催、モチベーション向上のための環境を整え

ている。担任をはじめ、業界出身の教職員による就職相談や専門カウンセラーによ

る生活相談を含めた各種相談にも対応。 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

 2024年 3月卒業者実績 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 

 
夜間部国際ホテル学科

ブライダル科 17 人 

（100％） 

0人 

  （0.0％） 

16人 

  （94.1％） 

1人 

  （5.9％） 

     

（主な就職、業界等）ホテル業界、ブライダル業界、レストラン業界等 

（株）エスクリ、（株）レック、（株）ポジティブドリームパーソンズ、 

（株）長谷本社、（株）ツカダ・グローバルホールディングス、（株）マイム、 

（株）ベスト・アニバーサルスタジオ、（株）パレスホテル 他 

 



  

（就職指導内容） 

担任制をとっており、学生本人の進路について担任と進路担当者が連携、学生本人

の意向を確認しながら、各企業の採用情報をもとに相談・指導にあたる。志望動機や

自己 PR の添削および指導、また日本語面接・英語面接の練習等のサポートも行って

いる。 

1 年次から就職ガイダンス（身だしなみ・面接試験での基本所作・企業の人事の方

を招いての説明会等）を行い、適切な情報提供と採用の早期化に対応。学生は J-ネッ

ト（学校独自のシステム）により、24時間 365日どこからでも、PC・スマホで就職活

動に係る様々な情報を閲覧することができる。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

資格取得に向けては、学校が推奨する資格・検定対策は授業に組み込み、また放課

後を活用して補講を行う等、取得支援を実施。特に業界で重要とされる検定は、その

受験料を学費に含め、全員受験を必須としている。 

2023年度の主な取得状況は以下の通り（実績は学校全体） 

 ・ホテルビジネス実務検定 1/2級合格者 245名 ・ブライダル基礎力検定中級合格

者 58 名 ・ブライダルコーディネート技能検定 3級合格者 34名 ・レストランサー

ビス技能検定 3級合格者 6名 ・和食検定初級 81名 ・ユニバーサルマナー検定 3級 

191 名 ・観光英語検定 2/3 級 81 名 ・TOEIC900 点以上 2 名、800 点以上 3 名、700

点以上 3名、600 点以上 10名、500 点以上 22名 等 

（備考） 

 
中途退学の現状  

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  

33人 3人  9.1％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、修学不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
①クラス担任制を導入し、入学時の個別面談の実施、半期ごとに学校生活アンケー

トによる学生の把握、また随時担当クラス学生の出席状況の確認。 

②学年主任を配置し、全クラス担任・学年主任からなる担任会議を毎月 1回開催、

学生の現状把握に努め、複数の教員による対応ができる体制づくり。 

③各クラスリーダーによるリーダー会（適宜開催）により、クラスの状況や学生の

声を直接聴く機会の設定。 

④専任カウンセラーによる相談窓口を校内に設置、学生が教職員以外に相談のしや

すい環境を整備 

⑤「修学支援奨学金（本校独自の奨学金制度）」による経済的支援、等 

 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

昼間部国際

ホテル学科 
（ホテル科/ブ

ライダル科） 

100,000 円 1,272,000円 220,000円  

昼間部国際

ホテル学科 
（英語専攻科/

ホテル SNSコ

ミュニケーシ

ョ科） 

100,000 円 1,292,000円 220,000 円  

夜間部国際

ホテル学科 
（ホテル科/ブ

ライダル科） 

  80,000円     564,000円    126,000円 

 

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

① 学校独自の奨学金（特待生奨学金 1 年次・2 年次）1 年次は、入学選考時の面接・筆

記試験、2年次は成績評価において基準をクリアした者にその成績に応じ、授業料の

一部を減免するもの 

② AO 特待生奨学金（1 年次）AO 入学選考で受験する方で入学選考時の面接での評価で

1年次の授業料の一部を免除するもの 

③ 修学支援奨学金（1年次） 入学後の学生生活において、経済的支援を必要と判断さ

れた者に 1年間一定額を支援するもの 

④ 応急奨学金 在学中、経済状況の急変等により、学業の継続が困難になった学生に対

し無利子で学費相当額を貸与するもの 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

公表ＵＲＬアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法 

前年度評価について、学校 HP上にて公開している。 

https://www.jhs.ac.jp/about/public/jikohyoka.php 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制含む） 

専任した、教育関係者、業界関係者、卒業生、保護者等の学校関係者が、学校自らが

実施した「自己評価」の結果についてその評価が妥当であるか、否か、他に改善すべ

きものがないか、要望等を委員 5 名、職員 5 名による会議により意見交換行い、ホー

ムページ上において公表する。 

自己評価の客観性、透明性を高め、本校と密接に関係する学校関係者の理解促進や

連携体制による学校運営の改善を図る。 

主な評価項目：①教育理念・人材育成像②学校運営③教育活動④学習・教育成果⑤学

生支援⑥教育環境⑦学生募集と受入れ⑧財務⑨法令等の遵守⑩社会貢献・地域貢献・

国際交流 
 

 

https://www.jhs.ac.jp/about/public/jikohyoka.php


  

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

団体職員 事務局長 

 

2021年 11月 1日 

～2024 年 10月 31日 

教育関連団体 

一般財団法人 職員 2022年 9月 1日 

～2025年 8月 31日 

業界関連団体 
 

専門学校日本ホテルスクール同窓会 

副会長 

2023年 12月 1日 

～2026年 11月 30日 

卒業生 

専門学校日本ホテルスクール同窓会 

監事 

2023年 12月 1日 

～2026年 11月 30日 

卒業生 

専門学校日本ホテルスクール同窓会 

監事 

2023年 12月 1日 

～2026年 11月 30日 

卒業生 

   

   

学校関係者評価結果の公表方法 ホームページ 

https://www.jhs.ac.jp/about/public/gakkoukankeishahyoka.php 

公表ＵＲＬアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法 

前年度評価について、学校 HP上にて公開している。 

https://www.jhs.ac.jp/about/public/gakkoukankeishahyoka.php  

第三者による学校評価（任意記載事項） 

実施しておりません 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
公表ＵＲＬアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法 

https://www.jhs.ac.jp 

 

入学案内書・募集要項等各種刊行物は、電話・ホームページから請求可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jhs.ac.jp/about/public/gakkoukankeishahyoka.php
https://www.jhs.ac.jp/about/public/gakkoukankeishahyoka.php
https://www.jhs.ac.jp/


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

52人

後半期

44人

20人

－

－

学校名

設置者名

専門学校日本ホテルスクール

学校法人日本ホテル学院

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

50人

25人第Ⅰ区分

学校コード H113311400157

（備考）

内
訳

－

－

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

52人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 －

３月以上の停学 0人

年間計 －

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計 0人 0人

0人 0人

0人 0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人 0人

0人 0人

（備考）

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

－ 0人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）


